




















　2015 年は日本の外交史にとって有意義な記念日の多い一年であった。40 年前の 1975
年に日本は初めて先進国首脳会議（G 6 ）に参加した。50 年前の 1965 年、日韓条約が
結ばれた。70 年前の 1945 年、第二次世界大戦が終わった。80 年前の 1935 年、日本の
国際連盟からの脱退が正式に発効した。90 年前の 1925 年には日ソ基本条約が結ばれ、
日ソ国交が正常化し、日本軍は 1918 年以来占領していた樺太北部から撤兵した。100


















































て、2000 年代に入ると、日本の国際イメージも変わった。1995 年度の WHO 世界保健
報告によると、日本人は誰よりも長生きし、誰よりも一人あたりの GNP が高かった。
長い間、国際的に注目された環境問題もそのうちよくなった。10 年後の 2005 年に米国
のイェール大学とコロンビア大学はダボスの世界経済フォーラムで「環境持続可能性指
数」（ESI）を提唱し、「今後の数十年間その環境を保護できる」国のランキングを決め




年、1993 年に 1 位となった。つまり、豊かになった戦後日本は確かに国際的に生活大
国、すなわち生活がしやすい国として認められたのである。

























































　2014 年度の BBC の世界世論調査を見ると、世界人気ランキングで日本は 6 位だっ





人の回答を示す BBC のデータを参照されたい（表 2 ）。
表 ２
年度 良い影響 悪い影響
2011 58 25
2012 58 29
2013 28 46
2014 28 36
　要するに、日本イメージは 2011 年まで良
かったが、2012 年以降、反対意見が増えて、
2013 年以降逆転した。ドイツでも大いに注
目された福島の原発震災が一つのきっかけに
なったことは間違いないが、同時に論議を呼
んだ捕鯨問題、慰安婦問題、領土紛争の影響
も看過できない。また、日本の政治家の一部
が唱えている歴史修正論も批判されている。
　「ドイツ人は何でも批判する癖があるから」と言われるかもしれないが、それだけで
はない。例えば、フランスの NGO である「国境なき記者団」は毎年「世界報道自由ラン
キング」を公開しているが、このランキングでも日本のイメージが順次落ちている（表 3 ）。
表 ３
年度 順位
2010 12
2011 22
2012 59
2013 53
2014 59
2015 61
　これらの評価に表現されているのは政治的意識ばかりでな
く、日本人の価値観への懐疑であろう。最近の日本は再び
ヨーロッパと違う道を歩んでいる、というイメージが海外で
生まれつつある。それを多くの人々が不思議がる。古代ロー
マ人が崇拝した神々にヤヌス神という、二つの面を持った神
がいた。最近の日本のイメージはまさにそうなった。面白く
て楽しくて、憧れる面がある一方、暗くて分かりにくく、恐
い面もある。「あいまいな日本」と、大江健三郎は言った
が、「東アジアのヤヌス神」と呼んでも過言ではないのでは
ないだろうか。
